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尿路感染症 におけ るCefadroxi1の 使用経験

尾形信雄 ・森田一喜朗 ・平田耕造

国立福岡中央病院泌尿器科

(部長:平 田耕造博士)

尿路感染症愚者14例 にCefadroxil 0.75～1.58/日 を3～7日 間経 口投与 し,臨 床成績を検討 し

た。

単純性尿路感染症では6例 中5例 薯効,1例 有効,複 雑性 尿路感染症では6例 中2例 著効,4例

無効であ った。 自覚的,他 覚的 副作用は14例 全例に認 められ壮か った。

は じ め に

Cefadmxilは 米国 ブ リス トルの研 究 所 で 開発 された

新 しい経 ロセ ファロスポ リン剤で,吸 収が良好で排 泄が

やや遅 く,こ のため1日3回 の投 与で十分に血中濃 度を

維持 できる。

今回われわれは本剤を用いて,若 干の尿路感染症の治

療を行ない効果を認めたので,報 告す る。

投与対象 と方法

1978年10月 よ り12月迄 の当科外来患者 の内,単 純性尿

路感染症8例 、複雑性尿路感染症6例 の計14例 を対象 と

した。その内投与前尿中白血球数の基準に満たぬ2例 は

副作用の検討のみ加えた。男性4例,女 性10例 で年令別

分布は26才 か ら85才迄である。

投与は1日250mgな い し500mgを 経 合にて1日3

回分服 とし,3～7日 間投与 した。本剤投与中の他剤併

用は避けた。

効果判定は,UTI薬 効評価基準Dに 基いて投 与前後の

自覚症状 と他覚的所見(尿 中白血球 数,尿 中細菌)に つ

いて,単 純性 と複雑性 に分けて検討 した。同時に血液一

般,肝 腎機能(GOT・GPT・BUN・Creat・AL-P・Bil.)

につい て測定 した。

成 績

Table3に 示 した通 り、単純性 で著効5例,有 効1例 、

無効な し,複 雑性 で著効2例,有 効な し,無 効4例 であ

った。単純性での有効率は100%、 複雑性で33%,全 体

として66.7%の 有効率 を得た。

副作 用として 自覚症状を呈 した者はな く,臨 床検査値

においても,有 意の変動や異常値を示 した例 は認めなか

った。

考 察

単純性 尿路感染症 の起因菌 としては,E.coliが もっ

とも多 く,そ の場合に本来 自然治癒傾向の強い急性単純

性膀胱炎では、抗生物質に よく反応す る事が多い。Table

中のMICは 投薬前に分離培養 された菌株の本剤に対す

る値を示 した ものであ り,6.25～25μg/m1と 良好な感受

性を示 してい る。6例 全例において菌 の消失を認めてお

り,有 効率は100%で あった。

複雑性尿路感染症 では,治 療薬剤の効果が基確疾患の

種類 に よって大 きく影響を受けることが多い。症例3の

EnterococcusでMICが100μg/mlを 示 しているが,そ の

他の分離菌 では 、1.56～12.5μg/mlと 良好な感受性を

有 している。 しか し菌の消失を示 したものは,2例 にす

ぎず、他の4例 では,存 続や菌交代現象を お こ してお

り,新 たに出現 したP.aeruginosaやFlavobacterium

sp.に 対 しての本剤 のMlcは>100μg/釦lで あ り,耐

性を示 してい る。投与量,投 与方法について検討を要す

るものの当然なが ら、本剤の感受性は低 く,こ のような

交代菌に対 しては効果は期待 しがたい。

本剤は経 ロセ ファロスポ リン剤 として、その抗菌力は,

CEXと 同等 とみな されている2)。薬剤感受性と臨床的効

果は必ず しも一致 せず,全 身状態や,感 染局所の諸条件

に よって影響を受けやすいが,外 来患者の多 くを占める

単純性尿路感染症や,複 雑性 尿路感染症の中でも重症例

を除 いた ものには,本 剤は,選 択 され るぺき抗生物質の

1つ とい える。

ま と め

当科外来患者14例 に,Cefadroxilを 使用し次の結果

を得た。

単純性尿路感染症で有効率6/6(100%),複 雑性尿路

感染症で有効率2/6(33%),総 合有効率8/12(66.7%)

を示 した。

本剤において,自 覚的,他 覚的 副作用は,14例 全例に

認 められなか った。

以上 の成績か ら,Cefadmxilは,尿 路感染症の第1次

選択 薬剤 として、有用であるとの結論を得た。
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Table 3 Overall clinical efficacy in simple and

complicated U. T. I.
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CLINICAL APPLICATION OF CEFADROXIL

IN URINARY TRACT INFECTION
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Cefadroxil was orally administered to 14 patients with urinary tract infections at the dosage of

0.75•`1.5g for 3 to 7 days.

Clinical results were excellent in 5 cases, moderate in 1 case out of 6 cases of simple urinary tract

infection, and excellent in 2 cases, poor in 4 cases out of 6 cases of complicated urinary tract infection.

No side effects were observed.


